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　　　　　ロ ー カル抗議運動に おけ る運動フ レー ム と

　　　　　　　集合的ア イデン テ ィ テ ィ の変容過程
一

ドイ ツ ・ヴ ァ ッ カ
ース ドル フ 再処理 施設建設反対運動 の 事例か ら一

青 木 聡 子

（東北大学）

　ヴ ァ ッ カ
ース ドル フ 反対運 動は ，使用 済み核 燃 料再 処 理 施 設 建 設 計画 を 中 ILに 追 い 込 み ，連邦政

府 に 国内で の 再処理を断念させ ，ドイ ツ の 脱原子力政策を導く契機とな っ た 代表的な原于力施設反

対運動で あ る 。
こ の 運動の 展開過程を 現地調査に 基づ き内在的 に 把握 して み る と．当初 は 外部に 対

し て 閉鎖的だ っ た ロ
ー

カ ル 市民 イ ニ シ ア テ ィ ヴと地 元住民が，敷地 占拠 とそ の 強制撤去を 契機 に ，

オ ートノ ミー （暴力的な若者） との 乖離を克服 し対外的な開放性を獲得 し発展 させ て い っ た 点が 注

Rさ れ る。国家権力 との 対峙を実感 し，「理 性的に 社会 に ア ピ ール す る私 た ち 」 とい う集合的 ア イ

デ ン テ ィ テ ィ を 否定され 「国家権力か ら正当性 を 剥奪 さ れ た 私た ち 」 とい う集合的 ア イ デ ン テ ィ テ

ィ を 受け入 れ ざ る を え な くな っ た 地 元住民 は ，「自らの 正 当性 を め ぐる 闘争 」 とい う新 し い 運動 フ

レ
ー

ム を形成す る こ とで ，国 家権力に よ る 止 当性 の 揺 さ ぶ り を 克服 し よ うと し た 。こ の よ うな 集合

的 ア イ デ ン テ ィ テ ィ と運動 フ レ ーム の 変容 こ そ，ロ
ー

カ ル 抗議運動 に 開放性を付与 し，地域 を 越 え

た運動間の ネ ッ ト ワ
ー

ク形成 を 可 能 に し た 条件 で あ っ た 。日 本の 住民 運動 と の 対比 の な か で ，ドイ

ツ の 原子力施設 反対運動 の 特徴 とさ れて きた 「対外的な開放性」 は，ドイ ツ の 市民 イ ＝ シ ァ テ ィ ヴ

の 本 来 的 な 性 格 で は な く，運動 の 展開過程で 市民 イ ニ シ ァ テ ィ ヴや 地 元住民に よ っ て 意識的に 選択

され獲．得され た もの で あ る。

キーワード ： 核燃料再処理施設，抗議運動，運動 フ レーム ，

　　　　　 集合的 ア イデ ン テ ィ テ ィ ，市民 イニ シ ア テ ィ ヴ

1．本稿の 問題 関心 と分析視角

1．1．は じめに 一 「市民イニ シ アテ ィヴ」理解の 一面性

　 ドイ ツ の 原子力施設反対運動 の 特徴の ひ とつ は ，「ビ ュ ル ガ
ー ・イ ニ シ ア テ ィ ヴ （BUrgerini−

tiative）」 と い う独 自の 運動 ス タ イ ル を とっ て い る こ とで ある 。 直訳すれば 「市民 （住民 ）の イ

ニ シ ア テ ィ ヴの もとに 結成 される団体」 で あ るが， こ こ で 注意す べ きは ，原語で は 市民 と住民の

明確な区別が されて い な い 点で ある。「ビ ュ ル ガ ー・イ ニ シ ァ テ ィ ヴ 」 は 1970年代前半 に 公共交

通政策や都市冉 開発政策に 対す る都市部 の 地域社会の 防衛的反応 と して 登場 し，そ の 波は 次第に

巨大開発事業に 直面 した農村地域 へ と移 っ て い っ た 。なか で も，当時建設計画 が相次 い で い た 原

子力施設 の 立地点で は，計画に 反対する地元住民た ちが，連邦各地 で 「○○ ビ ュ ル ガ
ー ・イ ニ シ

ァ テ ィ ヴ （○○に は 地 名が 人 る ）」 を設立 し
， 抗議運動の 中心 的担い 手 とな っ て い っ た

。
こ の 過

程に お い て
，

「ビ ュ ル ガ ー ・イ ニ シ ァ テ ィ ヴ 」 は 「市民
一住民運動団体」 とい う両 義性を備え て

い っ た の で ある 。
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　だが ， 邦訳 され 「市民 イ ニ シ ア テ ィ ヴ 」 と表記 された こ とで ，原語に お い て は 含まれ て い た

「住民運動団体」 とい う意味が捨象され た 。 日本で は，「ビ
ュ ル ガ ー ・イ ニ シ ア テ ィ ヴ 」 に よ る運

動は， 目本的な 「市民 一住民運動」 の 枠組み の な か で rrb民運動」 として 理 解され ， ドイ ツ の 抗

議運動の もつ 普遍的価値 ，占ミ向性が強調され て きた の で ある 。 本田 （2001a）は市民イ ニ シ ア テ ィ

ヴを，排他的な性格 の 強 い 日本の住民運動と は 異な り外部に 対 して 開かれた 組織で あ っ た と評価

す る 。「運動内の 異な る構成集団問の 共闘が成功するか否か は，地域社会の特徴……に 依存する。

市民 イ ニ シ ア テ ィ ヴと い う組織 モ デ ル 自体 に 排他性は 内在 し て い な か っ た 。 」 （本 田 ，2001a ：

76） と し，市民 イ ニ シ ァ テ ィ ヴがもつ 対外的な開放性が運動拡大の た め に 重要な役割を果た し た

とする 。 確か に
， そ の 指摘 どお り ， 普遍的価値志向性を有し 地域を越克たネ ッ ト ワ ーク を築い て

きた 市民 イ ＝ シ ア テ ィ ヴ の 例 や，そ の メ ン バ ーた ち が運動終結後に 他 の 地域 に 出向き支援活動を

お こな っ た例は 少な くない 。だ が，そ もそも ドイ ツ の 反 原子 力市民 イ ニ シ ア テ ィ ヴは ，地 元住民

の 有志に よ っ て設立 され地 域を基盤 とした 団体で ある 。
「運動 内に おけ る諸集団の 共闘の成 否が

地域社会 の 特徴に 依存する 」 とい うこ とは ，地域を基盤 とす る 市民イ ニ シ ァ テ ィ ヴは それ ゆ え排

他性を有し うる とい うこ とで もある 。 居住地に 某つ く明確な会員規定を設け る団体 も少な くない 。

諸集団，とりわ け激 し い 直接行動に よ っ て 現場に 混乱を もた ら し か ね な い 外部参加 者に対 し て ，

運動が初め か ら開か れ て い たわ け で は な い
。 開放性を 市民 イ ニ シ ア テ ィ ヴ の 本来的性格で ある か

の よ うに 理 解す る の は
， 事実に 反 し て い よ う。む し ろ 対外的な開放性は ，運動の展開過程 で 運動

フ レ ーム ω の 変容や集合的 ア イ デ ン テ ィ テ ィ の 変容，敵手 の 規定 の 変容を 伴 い な が ら
， 市民 イ ニ

シ ア テ ィ ヴや地元住民に よ っ て 意識的に 選択 され獲得され る もの で あ る 。 そ の 意味 で 条件依存的

で あ り，しば しば戦略的な もの で ある とい え よ う。

t．2，先行 研究 の動 向

　上 記の よ うに ，目本に お い て
一

面的 な市民 イ ニ シ ア テ ィ ヴ像が形成 されて きた
・
囚 として ，現

地調査に 基づ き ドイ ツ の 事例に 即し て 個 々 の 原子力施設反対運動の動態を深 く掘 り下げた籵会科

学的な研究が少な か っ た こ とが 挙げ られ る 。 ドイ ツ の エ ネ ル ギー政策 の 転換に 対す る関心 は 口本

で も高 い が，そ の 原動力とな っ た 反対運動 に 重点を置 い た文献は ，運動関係者に よ る若干 の 記述

（田 代， 1987 ；澤井， 1998）や ジ ャ
ー

ナ リ ス トに よ る ル ポ ル タ
ージ ュ （今泉 ，

1997 ・2001 ・

2003 ；広瀬 ，
1999）に 限 られ る 。い ずれ も運動の 現場 の リ ア リ テ ィ に 迫ろ うとして い る もの の ，

成 功した エ ピ ソ
ー

ドの み を断片的に 取 り Eげた 記述が 多 く， 運動が直面 し た 困難や 失敗へ の 言及

は ほ と ん ど見 られない
。 日独 の 差異 の 強調に 終始 し，「ドk ツ の 原子力施設反対運動は 素晴らし

い
。 それ に 引 き替え 日本 の 運動は ……

」 とい う短絡的な印象を読者に 与えが ち で ある 。

一
方，本

田 （2000・2001a・2001b・2002）の研究は ドイ ツ に お け る原子 力政策と反対運動 と の 相互作用

を時系列 に 沿 っ て ク リ ァ に 描 きだ して い る 。 だが
， そ の 研究 の 重点は 政治過程の分析に あ り ，

し

か も現地調 査を お こ な っ て お らず二 次資料 に 依 拠 して い るた め ，運動 の 実態 に 迫 りきれ て い な い
。

そ の 結果 ，
上記 の よ うな市民イ ニ シ ア テ ィ ヴへ の

一
面的な評価が導 き出されて い る。

　 こ れ に 対 し て ドイ ツ で は ，1970年代以降，運動 の 経験を もつ 研究者 の 手に よ っ て 環境運動 の

検証が進め られ ， 事例 に 基づ く運動内在的な実証研究 の 成果が着実に 蓄積 されて きた 。だが
， 当

時 の 運動研究は，担い 手 に 運動出身者が多か っ た とい う事情もあ り運動 に 対 し て 無批判 に な りが

175

N 工工
一Eleotronio 　Library 　



The Japanese Association for Environmental Sociology

NII-Electronic Library Service

The 　Japanese 　AssoolatIQn 　for 　Envlronmental 　Soolology

青木 ： ローカル 抗議運動におけ る運 動 フ レーム と集合的 ア イデ ン テ ィ テ ィ の 変容過程

ち で
， む しろ現行の 運動を正 当化す る擁護酬究 で あ っ た と指摘される （小松，2004 ： 11）。こ う

した動向を
一

変させ た の が，ア メ リカ で 展開されて い た 資源動員論や 政治的機会構造論 と い っ た

理論枠組み を積極的に取 り入 れた ル フ トや ナ イ トハ ル ト ら に よ る環境運動の 分析て あ っ た （Nei−

dhardt　and 　Rucht ，2001 ； Rucht ，1980 ・1988； Rucht　and 　Roose，2001； Rucht　and 　Roth，

1991）。ル フ トらが志向した の は，運動 と
一一定の 距離を お い た経験科学的な パ ース ペ ク テ ィ ブ で

あ っ た。1990年代に は イ ベ ン ト分析が導入 され，以後， ドイ ツ の 環境運動研究 は 計量的な分析

に 重点を お くよ うに な っ た 。
こ うした展 開が， ドイ ツ の 環境運動研究に 価値中立 的な ア プ ロ ーチ

を もた ら し，よ り大局的 な視座を提供 し た こ とは 確か で ある
。

だが，運動組織や イ ベ ン トに 外在

的に 焦点を合わ せ ，運動参加者の 運動観や運動の もつ 志向性を意識的に 捨象 し た量的 ア プ ロ ーチ

だ けで は ，運動 と社会と の 相互作用の ダ イ ナ ミ ク ス を検証しきれ な い こ とも事実であ る 。 ドイ ツ

で も， 反原子力運動をは じめ とす る住民主導型の 運動が有する 閉鎖性に 関 し て ，運動内在的な実

証研究に 基づ く議論は 不十分 とい わざるをえない 。

　こ うした H独 の 研究動向を批判的に踏まえ，本稿で は ，市民 イ ニ シ ァ テ ィ ヴを含む地元住民 と

外部参加 者との 連帯の 構築過程を事例 に 即 し て 明 らか に し，もと もとは 閉鎖的 で あ っ た ロ
ー

カ ル

レ ベ ル の 抗議運動が対外的な開放性を獲得し発展さ せ て い く諸条件の解明を課題 とする 。三 度の

現地調査 （2）に よ っ て 収集し た文書資料，と くに 地 元 紙 r中部バ イ エ ル ン 新聞 （Mittelbayerische

Zeitung
，
1945年創刊 ， 発行部数約 8 万部，以下 MZ 紙 と略す ）』 の 投 書欄 と聴取 デー

タ を もと

に 運動 内在的な質的な分析を お こ な う 。 運動参加者た ちが 個 々 の イ ベ ン トの な か で 有 して い た 感

情や運動へ の期待を重視 し
， それ ら と参加者 の 運動 フ レ

ー
ム や 集合的ア イ デ ン テ ィ テ ィ の 形成 ・

転換過程 と の 相互 作用を明 らか に す る 。 さらに ，運動 フ レームや集合的 ア イ デ ン テ ィ テ ィ の 形

成 ・転換が もつ 運動全休の 展開過程や戦略へ の 影響を検証する こ とで ，抗議運動研究に 新たな知

見を加 えた い
。

1．3．分析の 対象 と分析方法

　 ドイ ツ の 原子 力施 設反 対運動が 盛 り上 が りの ピ ーク を 迎 えた の は 1980年代 の こ と で ある

（Neidhardt　and 　Rucht ，2001）。そ の 中で も，使用済み核燃料再処理 施設建設計画 を中止 に 追 い

込み 連邦政 府に 国内で の 再処 理 を断念さ せ た ヴ ァ ッ カ ース ドル フ （Wackersdorf ）反対運動 （3）

（198ユ〜1989年）は 代表的な運動で あ る 。 本稿が特に 重視し た い の は ，プ ロ
ッ ク ドル フ 原発反対

運動 （1973〜）の よ うに 外部参加者 と地 元住民 と の乖離を克服で きな か っ たが た め に 失速 し た 事

例が少な くなか っ た なかで ，当該反対運動で は，暴力的な 外部参加者す ら地元住民に受容 されて

い っ た 点で あ る 。 本稿で は ，こ の点を， ロ ーカ ル な異議申し立 て と し て始め られ た 当該反対運動

が連邦全⊥か ら の 支援や参加を獲得する まで に 発展 しえた 要囚 の
一

つ と考 える。

　なか で も，1985年年末か ら 1986年初め に か け て 実行され た 「敷地 占拠」 に 着目する 。 なぜ な

ら，当該運動で は こ の 「敷地 占拠」 を さ か い に 現場で 直接行動を お こ な う外部参加者が急激 に 増

加 し て お り， こ の 「敷地 占拠 」 を契機に ，外部 参加 者に 対す る 地 元住民 の 意味づ け と運動 フ レ
ー

ム ，集合的 ア イ デ ン テ ィ テ ィ が変化 し た と考えられる た め で ある
。

　筆者 は こ れ まで ，運動の担 い 手 団体 （Trager　Gruppe ）が 地元住民に 対 して お こ な っ て きた運

動 フ レ
ー

ム 戦略を分析 して きた。そ こ か ら明らか に な っ た の は ，暴力的な若者が外部か ら参加 し
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始め 運動 の 理 念 と実際 の 運動が齟齬を きた し始め た際 に 「暴力 の 二 重基準」 とい うロ ジ ッ ク を用

い て 若者た ち に よる暴力を廿受する とい う，担い 手団体が捻 出した戦略で あ っ た （青木，2004）。

本稿 で は，これ に 対し て ，前述 の よ うな
一次資料を もと に ，敷地 占拠前後の 地元住民側 の 運動 フ

レ
ー

ム ，集合的 ア イデ ン テ ィ テ ィ の 動態と外部参加者に 対す る意味づ けの 変容過程を明らか に し，

担 い 手団体 の 戦略 の 有効性を フ レ
ー

ミ ン グの 受け手で あ っ た 住民側 の 視点か ら検証す る。

2．反対運動の舞台と背景

2．1，地域の 概要

　使用済み核燃料再処理 施設建設計画 の 現場で あ り運動 の 現場 で もあ っ た ヴ ァ ッ カ ー
ス ドル フ は ，

バ イ エ ル ン 州 ・行政管区オ
ーバ ー

プ フ ァ ル ッ （Bezirk　Oberpfalz，人 口 約 109万人）・シ ュ ヴ ァ

ン ドル フ 郡 （Landkreis　Schwandorf，人 口約 14万 人） の ほ ぼ 中央，チ ェ
コ 国境か ら約 30キ ロ

メ
ー ト ル 西 に 位置す る ， 人 口 約 4000 の 村で あ る

。 郡 の 中心 都市 シ ュ ヴ ァ ン ドル フ 市 （Stadt

Schwandorf ，入 口 約 2万 8000）が隣接する 。 村は ，1906年 に 開鉱 した ヴ ァ ッ カ
ー

ス ドル フ 炭

鉱 の 石炭に よ っ て 一時は 活況を呈 し
，
1970年代に は バ イ エ ル ン 州内で 最 も高い 税収を誇 っ て い

た 。 だが ，炭鉱が 1982年に 廃坑をむ か え る と経済状況 は
一気に 悪化 した 〔4）

。 郡全体で 見て も，

郡の 南部に 位置する マ ッ ク ス ヒ ュ ッ テ （Maxhutte ）鉱山が 鉄鉱石を産 出し て は い た もの の ，そ

の 業績 も先細 り，1982年以 降は 経済的な停滞が続 い て い た 。州都 ミ ュ ン ヘ ン や 観光名所 1コ マ ン

チ ッ ク街道を擁する 州西 部か ら離れ た シ ュ ヴ ァ ン ドル フ 郡
一帯 は，地理 的の み な らず，経済的に

もバ イ エ ル ン 州の い わ ゆ る 「周縁 」 に 位置 して い た 。

　バ イ エ ル ン 州内に は 敬虔な カ ト リ ッ ク 信徒 が 圧倒的 に 多 い
。 彼 らは キ リ ス ト教社 会同盟

（CSU ） とい う保守政党 の 強力な支持母体を形成 し て お り，州首相 シ ュ ト ラ ウ ス の 「独裁政治」

を 支え て い た 。 ヴァ ッ カ ース ドル フ お よび周辺地域 もそ の 例外で は な く，特 に 農村 部に は 保守的

な住民が 多か っ た 。加え て
， 炭鉱お よ び鉱山労働者が多 く住ん で い た こ とか ら，当該地 域は 住民

が従順で 単純労働に 慣れ て お り原子力施設 の 立地 点に 適して い る と い うの が 州政府の 見解で あ っ

た 。 使用済み核燃料再処理 施設の 立地点 と し て ヴ ァ ッ カ ース ドル フ が選ばれた 背景に は ，経済的

に 停滞す る周縁地域 の 弱みを利用 した環境負荷 の 外部転嫁 とい う， 原子力施設 の 立地点選定に共

通の 利害連関構造 （舩橋，2005）を指摘で きる 。
こ の 反対運動は ，地 元住民が こ うした環境的不

　　 　　 　　 　　 　　　 　　 図 1 ヴ ァ ッ カ ース ドル フ の 地理 的 な位 置

行政管区 オ ーバ

ブ フ ァ ル ツ
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公正 を認知 し，批 判 的 に 向き合 い ，克服 を試み た過程で あ っ た とい え よ う。

　な お ，木稿 の事例 で は ，再処理施設が稼働す る こ とで 白らの 生活の安全や 生命が 脅か される と

感じ る人 々 の 地域的広が りは，シ ュ ヴ ァ ン ドル フ 郡内に とどま らなか っ た 。 不安を訴え る人 々 は

バ イ エ ル ン 州全域に お よび，隣国オ ース ト リァ で も不安の 声が あが っ て い た 。これ ら不安を訴え

る人 々 の うち，担 い 手団体が運動 の 「地 元 」 と設定 した の は，前述 の 行政管区オ
ーバ ープ フ ァ ル

ツ で あ っ た 。運動 へ の 参加を呼 び か ける ビ ラ や 集会演説 の な か で 繰 り返 し強調 された の は ，「ヴ

ァ ッ カ
ー

ス ドル フ 住民 」 で も 「シ ュ ヴ ァ ン ドル フ 郡住民 」 で も 「バ イ エ ル ン 州住民 」 で もな く，

「われ わ れ オ ーバ ープ フ ァ ル ツ 住民 」 で あ っ た 。 オ ーバ ープ フ ァ ル ツ 内に 設立 された 5 つ の 住民

団体は 「オ
ーバ ープ フ ァ ル ツ ・ビ ュ ル ガ

ー ・イ ニ シ ア テ ィ ヴ連合体 （Dachverband 　der　Oberp −

falzer　BUrgerinitiativen
， 以下 DOB と略す）」 を 組織し ， 集会や デ モ 行進 な ど さ まざまな ア ク

シ ョ ン の 企 画や 実行に あた っ た 。
こ う し た状況を鑑み ，本稿で も行政管区オ ーバ ープ フ ァ ル ツ を

反対運動の 「地元」 として 議論を進め る。

2．2．使用済み核燃料再処理施設反対運動建設計画 と反 対運動の形成

　 こ の 計画 に 関して は ，1985年の 正式決定以前か ら シ ュ ヴ ァ ン ドル フ 郡内で 候補地 の 噂が絶え

ず，1981 年以 降複数の 住民 団体が 設立 さ れ
， 署名活動や 広報活動を 中心 と し た 反対運動が開始 ・

され て い た 。

　運動に は 大小 さ ま ざ ま の 団体が 関わ っ て い た   が
， 最 も中心的な役割を果た した の は

，
シ ュ ヴ

ァ ン ドル フ 郡住民 の 有志に よ っ て 1981年に 設 立 され た 「シ ュ ヴ ァ ン ドル フ
・ビ ュ ル ガ

ー ・イ ニ

シ ア テ ィ ヴ （BOrgerinitiative　Schwandorf ，以下 BIS と略す）」 で ある 。
　BIS は シ ュ ヴ ァ ン ドル

フ 郡全域を カ バ ーする比較的人 きな運 動団体で あ り〔6〕，下部組織 とし て 地区 ご と の 支部 （Orts−

gruppen ）（7）を もつ と同時に ，先述の DOB の な か で 主 導的な役割を 果た して い た 。発足期の BIS

が取 り組ん だ の は ，地元に 反対運動 の 地域 的基盤を形成す る こ と で あ っ た。計画 を推進す るバ イ

エ ル ン 州政府と ドイ ッ 核燃料再処理 会ネ1、（Deutsche　Gesellschaft　f肚 Wiederaufarbeitung　von

Kernbrennstoffen 　mbH ，以下 DWK と略す）は 「新た な雇用 の 創出に つ なが る 」 とい う触れ込

み で 建設計画 を持ち か けて い た た め ，当初は どの よ うな施設が建設され る の か分か らな い まま計

画に 賛成す る住民が 少な くな か っ た 。計画推進側 の 甘言に 対抗す る た め ，BIS に は ，計画 さ れ る

施設 の 問題 点を指摘す るな ど して 地 元住民 に 正 し い 判断材 料を提供する必要が あ っ た
。 住民 に 対

する働 きか けは 支部単位で お こ なわ れ，計画の 問題点を示す と同時に BIS の 立場や方針 を明 ら

か にす る ビ ラが配布 され た 。 そ こ で強調 された の は ， BISが 「地域 の 未来を真剣 に 考え ， 政党 ・

宗教 ・企 業な ど の 枠を超 えた市民運動団体で ある こ と 」 と 「暴力的 ・急進的な集団で は な い こ

と 」 で ある 。
ビ ラ や パ ン フ レ ッ トの 他に も，BIS に よ る意見広告が rMZ 紙』 に 頻繁に 掲載 され，

計画反対派 の物理学者や 化学者 も再処理 施設 の リ ス ク を 強調 した 。 BIS は まず，「原子 力施設 の

リ ス ク か ら地域を守 る た め の 理性的な闘 い 」 とい う運動 フ レ
ー

ム を提示 する こ とで ，地 元住民 の

動員拡大を 目指し た の で ある 。

2．3，運動初期におけ る住民の運動フ レーム

　『MZ 紙』投書欄に使用済み核燃料再処理施 設と い うイ シ ュ
ーが初め て 登場 した の は，州首相
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表 1　 ヴァ ッ カー
ス ドル フ 使用 済み核燃料再 処理 施設反 対運動 をめ ぐ る動 き

が決定。

が バ イ エ ル ン 州へ の 施設建設受け入 れ を表明 して 間 もな い 1981年始め の こ とで ある 。 以後 1984

年 ま で は ，地方議会や公聴会で の 政治家や事業主 DWK の 発言，再処理施設の リス ク，メ リ ッ

ト ・デ メ リ ッ トとい っ た 観点か ら ， 建設計画を め ぐっ て 週 に 1通 の ペ ー
ス で 投書が掲載 され た 。

こ の 時点で は DWK や ，計画 を強行に 進め よ うとす る州首相シ ュ トラ ウ ス に 批判が集中する
一

方

で ，連邦政府へ の批判は ほ とん どみ られない 。 地元住民 に と っ て 目下 の 「敵手」 は DWK お よび

州首相 シ ュ トラ ウ ス で あ り，そ の 背後に 控える連邦政府を 「敵手」 と認識す る よ うに な る に は ，

さ らな る 時間を要 し た。

　運動初期 の 投書内容 に み られる こ うした傾向は ，地元住民 が運動 の 地元志 向性 を強調 し た BIS

に よ る働きか けを受け入 れた結果 と考え られ る。 こ の 時点に お い て
， 広報活動 の な か で 表出 した

BIS の 運動 フ レ
ー

ム と地元 住民 の 運動 フ レ
ー

ム は，「地域 の 将来を め ぐる闘 い 」 とい う点で 共鳴

し て い た と い え よ 弓。 運動の 初期段階か ら BIS の 運動 フ レ
ー

ム は地元住民に 受け 入れ られ た 。

計画反対 の 署名や反対集会の 参加者 の 数は徐 々 に 増加 して い っ た 。 なお， こ の 時点で は まだ，運

動ス タ イ ル に 言及する投書は 見 られ なか っ た 。
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3．反対運動の 展開過程 と地元住民の 運動フ レ
ーム

3．1，運動の 激化 と 「オー トノ ミー」の 登場

　1985年 2月，連邦政府，バ イ エ ル ン 州政府，DWK は ，ヴ ァ ッ カ ース ドル フ に 使用済み 核燃料

再処理 施設 の 建設を 正式決定し た と発表 し
， 村当局は 施設受け入 れを表明 し た 。 こ れに 対 し て ，

隣接す る 自治体 の 当局は い ずれ も反対 の 姿勢を表明し て い る 。

　運動初期 に は
， 署名活動や広報活動 とい っ た比較的穏健な活動を続けて きた BIS で あ っ た が，

立地 が正 式に 決定 した 1985年 2 月以降，運動 も大きな 転換点を迎 えた 。 1985年に は，試験的な

敷地 占拠 （8 月），建設予定地森林 の 伐採開始 （12 月）に 対抗す るた め の 本格的な敷地 占拠 （12

月 〜翌年 1月）な ど，建設計画を め ぐる動きが活発化 した 。 BIS内の 比較的急進的な メ ン バ ー
た

ちが 発言力を強め ，抗議形態で は 直接行動が増加 し
， 逮捕者 も出るよ うに な っ た 。連邦各地の都

市部か ら 「オ
ー 1・ノ ミ

ー
（Autonomen ）」 と呼ばれ る 暴力的な若老た ちが建設計画 の 現場 に や っ

て 来 る よ うに な っ た の もこ の 頃で ある 。

　 こ うし た状況を背景に，1985年以降，投書欄に は 建設計画や反対運動に 関す る投書が増加 し，

前年 の 50通 に 対 し， 倍以上 の 116通 の 投書が掲載 された 。暴力へ の 言 及が 目立ち始め
， その ほ

とん どが 暴力的行為を批判 的する もの であ っ た 。 反対運動 を成 功させ るた め に は暴力的な若者た

ち を受け入 れる べ きで は な い と主張 し，彼 らの 参加を黙認す る BIS の運動方金1に疑問を投げ か

ける投書が，地元住民に よ っ て繰 り返 された 〔S）
。

　オ ート ノ ミーた ちが運動に 参加す る よ うに な り抗議活動が徐 々 に エ ス カ レ ー ト した 1985年以

降，地元 住民 の 間で 強 ま っ て い た の は ，反対運動に 乗じ て 暴力的な行為をす る若者たち へ の嫌悪

感で あ り，若者た ち の 行為が警察隊に 介人 の 口 実を 与え て しま う こ とへ の い らだち で あ っ た 。
こ

の 時点 で
， 地元住民に と っ て の 反対運動 とは ，「放射能汚染 の 危険か ら故郷を守 る た め に ，可能

な限 り合法的に お こ な う理 性 的な異議申し立 て 」 で あ り，非理性 的な オ
ー

トノ ミ
ー

たち は 運動 の

現場 に 入 り込む べ きで は な い と考え られ て い た の で ある
。 若者を 中心 と し た 外部参加者へ の 地 元

住民た ち の 拒絶は強 く，運動は い まだ外部 に 閉じられ て い た 。

3．2，敷地占拠の 実行と地元住民の運動フ レ
ー

ム

3．2．1．ヴ ァ ッ カース ドル フに お け る敷地占拠 の 概要

　オ
ー

トノ ミ
ー

との 距離の 取 り方に つ い て は BIS 内部で も意 見が分か れた 状態で あ っ た が，建

設計画が進行し森林 の 伐採が 開始され る と，反対運動側はそれ に 抗す るた め に 本格的な敷地 占拠

を実行した 。 1985年 12月 21 日，村内 で 開催 された抗議集会 の 参加者約 4万人の うち，約 2000

人が 建設 予定地 の 森の 中に 移動 し 「団結村 （HUttendorf ）」 を形成 し た 。
「ヴ ァ ッ カ

ー
ラ ン ト自

由共和国 （Freie　Republik　Wackerland ）」 と名付け られた 厂団結村」 に は 20 戸ほ どの 小屋が 建

て られた ほ か ，共 同の炊事場，情報局 集会所な どが 設け られ た 。
ラ ジ オ 局 も併設 さ れ ， 自主 制

作の 放送が 短波で流された 。
「団結村 」 で 生活 し た の は ，大半が地 元外か らや っ て きた 20〜30代

の 若者た ち で あ っ たが ，地元住民 が小犀に 寝泊 ま りする こ と もあ っ た。食料や 日用品は 地元住民

か ら大量に 差 し入れ られた 。
ク リス マ ス ィ ヴ に は ミサ が，元 日 に は 新年を祝 う集会が開か れた ほ

か ，1986年 1 月 5 日 に は カ ル チ ャ
ー

フ ェ ス テ ィ バ ル が 開催 された 。ロ ッ ク コ ン サ ー トな ど さま
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ざまなパ フ ォ
ー

マ ン ス が繰 り広げ られ，約 1万 5000 人の 来場者を 記録 した 。

　カ ル チ ャ
ー

フ ェ ス テ ィ バ ル の 翌 々 日 の 1月 7 日，早朝に 投入 され た警察隊に よ っ て 「団結村」

は 強制撤去され，敷地 占拠は 16 日間で 幕を閉 じた。強制撤去の 際に ，警察隊は ヘ リ コ プ タ
ー

や

放水車，装甲車を用 い て 小屋を取 り壊 し，「住人 」 た ち を追 い 払 っ た 。 多数 の 逮捕者が 出た 〔9）ほ

か ，負傷者 も少な くな く，そ の 大半は地元外か らや っ て きた若者たち で あ っ た。

3．2．2．地元 住 民 の運 動 フ レーム の 動態

　敷地 占拠 とい う直接行動に打 っ て 出た こ とで ，運動は 世間に 強烈 な イ ン パ ク トを 与え メデ ィ ァ

の 注 目も浴び る こ と に な っ た 。 だ が，もと もと穏健な活動を望ん で ぎた住民 た ち に こ の よ うな活

動は ど うとらえ られた の で あろ うか 。

　先述 したよ うに ，敷地占拠に は 多 くの 若者たちが地 元外か らや っ て きて い た 。 そ の な か に は黒

い 覆面姿の オ
ー

トノ ミ
ー

の 姿もあ っ たが ，「団結村住人」 の 大半を 占め て い た の は ，ギ タ
ー

を抱

えた 長髪 の 「ヒ ッ ピ ー青年 」 や髪を赤や 緑に 染めた 「パ ン ク青年」 た ち で あ っ た。当初，地元住

民た ち の あい だ に は ヒ ッ ピ ー青年やパ ン ク青年と接す る こ と に とま どい が あ っ た よ うで あ る （10）
。

だが
， 食料な どを差し 入れ に 行っ て 日中を ともに 過ごし時 に は焚 ぎ火に あた りなが ら夜中ま で 語

り合 うとい っ た 経験は，地元住民 の もつ 若者 へ の 先入 観を変え て い っ た 。 計画賛成 派が 敷地 占拠

を 「暴徒の集 ま り」 と批判 し た投書に対 し て ，「……現場 で 何 H 間か 過ご し 占拠者た ち の 考え に

触れ た 人 々 は 多い
。

……現場を知 らな い あなた に は ，批判する権利な どな い は ずだ 」 とい う住民

か らの 反論の 投書 （ID が寄せ られた ほ どで ある 。

　一
方 ，敷地 占拠が 強制撤去に よ っ て 終わ りをむ か え る と，投書 欄に 寄せ られた の は強制撤去 の

際に 地 元住民が感じた 恐怖 と困惑を告 白す る投書で あ っ た “2〕。こ の 時に 投入 された 警察部隊は

従来 の もの とは 異な っ て い た た め で ある。そ れ ま で 監視に あ た っ て い た の は，バ イエ ル ン 州警察

で あ り，と りわ け地 元 の 警官が派遣 される場合が 多か っ た。反対派住民 と警官が顔見知 りで あ る

場合 も少な くな く，「警察は 友好的 」 だ っ た。 こ れ に 対して ，こ の 強制撤去 に あた っ て 初め て 投

入 さ れ た の は ，連邦国境警備隊とベ ル リ ン の 機動隊で あ っ た 。地元 とゆか りの な い 彼 らは感情を

交え る こ と な く容赦 な く撤去作業を進め て い っ た 。 強制撤去 の 現場 に は ，それま で に な く物 々 し

い 空気が立 ち込 め る よ うに な っ た の で ある
。

　 こ うし て 新た に投入 された 敵対的な警察隊と対峙 し身の 危険を感 じ た 経験は
， 地元住民に と っ

て 予想外 の 衝撃的な こ とで あ っ た。国境警備隊や機動隊は 国冢権力の 体現で あ り，地 元住民は ，

こ の 経験を通 じ て 否が応で も国家権力を実感する に 至 っ た の で ある 。 強制排除の 標的に な っ た の

は オ ー
トノ ミーだけで は な か っ た 。

ヒ ッ ピ ー青年や パ ン ク青年が護送車に 詰め込 まれただけで な

く，地 元住民が拘束され る とい う事態さえ発生 した 。
こ の 段階に お い て ，地元住民た ち は 「じつ

は 自らも国家権力か ら敵 とみ な され る存在 とな っ て い た の だ 」 と気付か された （13＞の で ある （14）
。

　 占拠地 が撤去された 1986年 1月以降，建設現場で は オ ー ト ノ ミーたち に よ る 破壊行為 は 激 し

さ を 増し
， 放水車や催涙 ガ ス で 応戦す る機動隊との 激し い 衝突が何度も繰 り広げ られた （15）。だ

が，強制撤去以 降，投書爛 に オ ー
トノ ミ

ー批判は ほ とん ど見 られな くな っ た
。 代わ っ て 増加 し た

の は ， 機動隊や，機動隊を投入 し て 現場を鎮圧す る連邦政府 へ の 批判で あ っ た 〔16）
。

　敷地 占拠前後の 地 元住民 の 側の 運動フ レ
ー

ム の 動態を整理 する と， 住民た ち に とっ て
，

「原子

力施設の リス ク か ら地域を守 る た め の 理性 的 な闘い 」 で あ っ た運動が，敷地 占拠 を経て 「自ら の
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正当性を揺 るが しかね な い ，国家権力との 対峙 」 へ と変容 し て い っ た 過程が 明らか に な る 。 BIS

の 掲げる運動 フ レ ーム と の 関係をみ る と，当初，「地域を 守るため の 理 性的な闘争」 とい う点で

地元住民 と BIS の 運動 フ レ
ー

ム は 共 鳴し，地 元住民の 動員を促 し た が，オ ー
トノ ミ

ーが現場 に

現れ る よ うに な り運動が 激化す る と，その 是非をめ ぐっ て BIS と地元 住民 の 運動 フ レ ーム の 問

に は 「運動は どこ ま で 理性的で ある べ きか 」 とい う点で ズ レ が生 じた。青木 （2004）で 詳論 し た

よ うに ，BIS は 暴力 の 二 重基準とい う ロ ジ ッ ク を 用 い て オ ート ノ ミ
ー

に よ る暴力を甘受し よ うと

し た が ，地元住民 の ナ ー
トノ ミ

ー
批判 は 止 まな か っ た 。

こ う し た 問題を抱えた ま ま BIS が 実行

に 踏み 切っ た敷地 占拠で は
， 地尢住民 も強制撤去の 際に 警察隊 との 対峙を経験した 。 そ の 結果，

オ ー
トノ ミー

を r非理 性的」 で ある と批判 し て い た 自分た ち で さえ国家権 力か らは 「非理性的な

存在」 とみ な され ，運動その もの も 「非理性的」 とラ ベ リ ン グされて い る と，地元住民は強 く認

識し た の で ある 。 それは，後述する よ うに ，地 元住民に と っ て の 正 当性の揺 らぎで あ り，同時に

新しい 集合的 ア イ デ ン テ ィ テ ィ の 形成で もあ っ た。

4．地元住民 の 運動フ レー ム と運動展開

　で は ， こ の よ うな地元住民 の 運動 フ レ
ー

ム の 変容は ， 実際 の 運動展開に い か な る影響を与えた

の だろ うか 。 計画推進側 と反対側 との 間に 生 じた 正 当性を め ぐる対立構造に 着 目し こ の 問題を考

え て い こ う。

4，1．敷地占拠以前の対立構造

　運動開始当初か ら計画推進側 と反対側 と の 問に存在 した の は，再処理施設建設 とい う政策 自体

の 正 当性 の 当否をめ ぐる根本的な対立 で あ っ た。

　推進側 の 主張で は ，再処理 施設建設計画 は エ ネル ギー
の 安定供給を可 能に し国内の 産業基盤 を

拡充するた め の 正 当な政策で あ り，過疎地域の 活性化 に もつ なが る 正当な行為で あ っ た
。 計画 に

反対する 者は エ ネ ル ギ ーの安定供給 と い う公共の 利益を 顧み な い 不 当な存在で あ り，反対運動は

正 当性を 欠く反発で あ っ た 。
こ れ に 対 して ，放射能汚染の リ ス ク に 対す る不安を もち ， 従順 とみ

なされて 「危険施設」 を押 しつ けられる こ とに 反発す る地元住民 に とっ ては，白らの 生命の 安全

を確保し生活基盤を守る た め に 計画に 反対する こ と は 当然の権利で あ り，反対運動は 「正 当な防

御 」 で あ っ た 。 経済的停滞 とい う地域 の 弱み に つ け込み甘言を用 い て 「危険施設」 を周縁地域 に

押 しつ け よ うとす る推進側の や り方 こ そ正当性を欠 くもの で あ り，完全な安全性が確保されな い

建 設訓画 自体，許 され る べ きで は ない とい うの が地元住民 の 主張 で あ っ た 。

　
一

方，「危険施 設」 の 押し付け に 対し て は ，非暴力に 徹 し理性的な抵抗を貫 くこ と で推進側 の

非を 糾弾す る運動ス タ イ ル と，暴力的な実力行使 も止むな し とする運動 ス タ イ ル とが 存在 した 。

前者の 立 場を取 っ て い た の が BIS と地 元住民で あ り，後者 の 立場 を取 っ て い た の が オ ー ト ノ ミ

ーで あ っ た。地元住民は ， 非暴 力的な手段で 抵抗する こ とで 自らの 運動 ス タ イ ル を理 性的 とみ な

す
一

方で ，暴力を行使す る オ
ー

ト ノ ミ
ー

たちを 非理性的な存在 と認識 し て お り， こ の 点で 地 元住

民 とオ ー
トノ ミーと の乖離は 決定的で あ っ た 。これに 対し て推進側に と っ て は ，運動 ス タ イ ル の
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如何に か か わ らず反対者はみ な敵対者で あ り敵対者は み な不 当な存在で あ っ た 。 暴力行為をお こ

な うオ
ー

トノ ミーを不 当な存在 と非難し，オ ート ノ ミ
ー

を受け人れ た （とみな して ）地元住民 も

同じ く不当な存在 と非難 した 。 暴徒と化した （とみ なされる）反対勢力を 鎮圧す る た め に，警察

隊の 投人 とい う正当な手段を用 い た とい うの が，推進側の ロ ジ ッ クであ っ た 。

　以上 の よ うに ，敷地 占拠以前の 対立構造 に は 二 つ の 対立軸が存在 し た 。再処理政策そ の もの の

正 当性 と運動 ス タ イ ル に 関する 止 当性とを め ぐる 2 つ の コ ン フ リ ク トが存在し た 。推進側 の ア ク

タ ーは 連邦政府 と州政府 と DWK の 三 者で あ っ た が
，

こ の 時点で 地 元住民が直接的な 「敵手」 と

みな して い た の はバ イ エ ル ン 州政府 と DWK で あ っ た （図 2）。

4．2．敷地占拠以後の 対立構造

　こ うし た対 立構造 は ，敷地 占拠を経て劇的に変化 した 。 強制撤去の際に 国家権力と直接対峙し

た 地元住民 は ，自分 たち の 「敵手 」 が 州政府 と DWK だけ で は なか っ た こ とを 思 い 知 らされた の

で あ る 。 同時に ，非暴力に 徹し て い た に もかか わ らず国家権力 に よ っ て 荒 々 し い 警察隊の 投入 を

受けた地 元住民は ，非暴力で ある こ と が 自ら の 正当性を担保す る わ け で は な い こ と
，

「権利 の 行

使 」 を し て い る にす ぎな い 自分た ち も，連邦政府に と っ て は 不 当な集団に 他な らな い とい うこ と

を実感 した の で あ る 。
こ の よ うな認識に 至 っ た の は ，強制撤去 の 現場 に 居合わ せ た 住民 に と ど ま

らなか っ た。現場に 居合わ せ なか っ た地 元住民の 多 くも， 夕方 の ニ ュ
ース で繰 り返 し流 される 強

制撤去 の シ
ー

ン の な か に ，機動隊 の 投入 に 呆然 と立ち つ くす隣人 の 姿を見，猛 然 と抗議をする知

人の 姿を見た か らで あ る 。
こ うし て BIS メ ン バ ーを 含む地元住民は 「自らの ［E当性を揺 るが し

かねな い ，国家権力 との 対峙 」 とい う運動フ レ
ー

ム を共有するに至 り，悲壮な覚悟の もとで 連邦

政府 と の 対決の 姿勢を打ち出し て い っ た の で ある。

　 こ の 時点で 地元住民に と っ て 重 要だ っ た の は，何 よ りも，再処理政策に反対する こ とへ の 正 当

性を勝ち取 る こ とで あ っ た 。 それま で 二 重化され て い た，正 当性を め ぐる対立軸は，
−t本に収斂

され た
。 自分た ち と同じ よ うに 国家権力か ら不 当な存在 と ラ ベ リ ン グ された オ

ー
トノ ミ

ー
へ の 共

感が生 まれ，さら に は ，高 レ ベ ル 放射性廃棄物 の 貯蔵施設お よび最終処分施設が立地 された ゴ ァ

レ
ーベ ン （Gorleben）の よ うな他 の 立地 点へ の 関心 も強ま っ た 。地 元住民に と っ て の 「私た ち 」

とは 「正 当性 を め ぐっ て 国家権力 と対峙す る人 々 」 で あ り， こ の 点 で オ ー
トノ ミ

ーた ち との 運動

　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 図 2　 対立 の 構 図 （敷 地 占拠以 前 ）

注） 驪 は地 元 住民 が 認 識 す る 「運 動 」の 範 囲
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　 　　 　　　 　　 　　 　　 　　　 図 3　対立 の 構 図 （敷 地 占拠 以後 ）

　　　　　　　靉爨 驪
　　　　　　　攤齷黼驪1……li韈i靉

　　　　　　　鑾鑼灘欝1韈韆
　 　　 　　　 　　 注） 攤 は 地元 住民 が 認 識 す る 「運 動」 の 範 囲

ス タ イ ル の違 い を超え た連携が可能 とな り，他 の 立地 点の 住民 との 連携 も可能 と な っ た の で ある

（図 3）。

5．結　　語

　本稿で は ， ヴ ァ ッ カ
ー

ス ドル フ に お ける使用済み核燃料再処理 施設 へ の反対運動を事例 に ，反

対派地元住民の 運動 フ レ
ー

ム の 変容過程 とそ の 影響を検証し て きた 。そこ か ら明らか に な っ た の

は，集合的ア イデ ン テ ィ テ ィ の変容を 余儀な くされた 地元住民が，戸惑い を 感じつ つ 脱権威主 義

化を試み た過稈 で あ る 。

　現実の運動が 当初 の 運動理 念 に 矛盾す る よ うに な っ た ecもか か わ らず 多くの 地尤 住民が闘争の

現場に 向か っ た の は ，担い 手団体に よる戦略を受け入 れた ため で は な く，自ら の 正 当性が 国家権

力に よ っ て揺 さぶ られ て い る こ とに 対 して 危機感を 覚え
，

地 元住民が実体験を 通 じ て 自ら形成 し

た運動 フ レ
ー

ム を共有する よ うに な っ た た め で あ っ た
。

「理 性 的 に r敵』 の 非を社会に ア ピ ール

す る 私た ち 」 と い う集合的 ア イ デ ン テ ィ テ ィ を否定され，「国家権力か ら正当性を否定 された私

た ち 」 とい う集合的ア イ デ ン テ ィ テ ィ を受け入 れ ざるを得な くな っ た地元住民は，「自ら の 正 当

性を め ぐる闘争」 とい う新 しい 運動 フ レ
ー

ム を形成す る こ とで ，国家権力に よ る 正 当性の揺 さぶ

りを克服 しよ うとした の で あ る 。
こ の 新 し い 運動 フ レー

ム を よ りど こ ろ に ，地元住民 は計画推進

派 とめ対立 軸を再処理政策その もの ，ひ い て は 原子力政策 の 正 当性 をめ ぐる軸に 収斂 させ ，同時

に 「私た ち 」 の 範囲を拡大 して い っ た。 こ の 時点で
， 暴力的なオ ー

トノ ミ
ー

さえ包摂する こ とが

可能 とな り ， 国家権力に 対 し て 同じ よ うな関係 に ある 他の 立地 点と の連携が進ん だ の で ある
。

　 ドイ ツ 国内の 他の ロ ーカ ル抗議運動 と同様 に
， 当該反対運動 も開始 当初は住民運動的性格が色

濃 く，と りわけ暴力的な外部参加者に 対 して 運動は 閉 じられて い た 。
こ の 閉鎖性が打開された の

は ，地 元住民が 国家権力と の対決姿勢を 強烈に 打ち 出し た 過程 に お い て で あ り ， 民主主義 の 本質

を政府に 問い か け政策の 正当性を要求 した過程に お い て で あ っ た 。
こ の よ うに 地 元住民が 自己 の
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正 当性 の 揺らぎと引き替え に 獲得 した運動 フ レ
ー

ム の 変容 こ そ， ロ ーカ ル 抗議運動に 開放性を付

与 し，外部の 参加者を受容し，地域を越 えた運動問 の ネ ッ ト ワ
ーク形成を可能に した条件で あ っ

た 。

　 ドイ ツ の 反原子力運動の 特質 と し て
一

面的に 強調され て きた運動の対外的開放性や担 い 手の普

遍的価値志向性 は ，彼らに 本来的 に 備わ っ て い た わ けで は な く，運動の展 開過程に お い て 獲得さ

れ た もの で ある 。そ の 点に こ そ， ドイ ツ の 反原子力運動お よ び 「市民 イ ニ シ ア テ ィ ヴ 」 の 特質を

み る こ とが で き， 日独を 問わず ロ
ーカ ル な抗議運動に 寄せ られがち な rNIMBY 」 と い う批 判 と

向き合い
， それを乗 り越えるた め の 糸 口 を見出 し うる の で あ る 。

注

〔1）　 フ レ
ー

ム は，「個 人に そ の 生活空間や 社会 の 中で 起 こ っ た 諸現象を位置づ け，知覚 し，識別 し，ラ ベ

　ル づ け す る こ と を可 能 に す る 解 釈 図 式 」 （Snow 　et α1．1986：464） と定義 され る。ス ノ
ー

らは 運動組織

　の 提示す る 争点や そ の 問題，ま た は運動 の 日標や戦略 に 関す る解釈枠組み と して 集合行為 フ レ
ー

ム とい

　う用語を 採用 し
，

「社会運動組織 の 諸活動 ・キ ャ ン ペ ー
ン を鼓舞し，正 当 化 す る 信念 ・意味 の 行為志向

　的な セ ッ ト」 （Benford 　and 　Snow 　2000 ： 614） で あ る と強調 し た。

（2） 2004年 1月 14 目〜2 月 13 円，10月 22 日〜11月 10 日 ， 2005年 V ／28 日〜3月 17 日 に 現地調査を

　お こ な っ た。

（3）　 ヴ ァ ッ カ
ー

ス ドル フ の 事例 に 関 して は Kretschmer （1988・1991） に よ る 詳細な事例研究 が あ る 。

Kretschmer は 参 加 者 の 多様 性 を 当 該運動 の 成 功要 因 と す る が，多様 な 反原発 ア ク タ
ー

の 混在 が 可 能 で

　あ っ た 理 由に つ い て は 問 うて い な い。

（4） 1980年 に は 650万 マ ル ク （約 5 億 2千万 円） に 達す る 勢い だ っ た村の 事業税収入 は ，1983 年 に は

90万 マ ル ク （約 7200万 「『） に ま で 落 ち こ ん だ。

（5） 記録 に 残 っ て い る 団体の 例 を挙げ る と，
B 工 Altdorf，　 BI　 Amberg ，　 BI　 Cham ，　 BI　 Hersbruck ，　 BI

KallmUnz
，
　 BI　Mitterteich，　 BI　Oberviechtach，　 BI　Regenstauf，　 BI　Schwaben ，　 Jugentzentru 皿 im

Stadtdreieck，　 BI　Sulzbach −Rosenberg ，　 BI　 Weiden，　 BI　L6chow −Dannenberg，と い っ た ロ
ー

カ ル な

団体 　レ ーゲ ン ス ブ ル ク 大学で 設立 さ れた BIWK ，　 der　Arbeitskreis　Theologie　und 　Kernenergie や
，

　der　Bund　der　Deutsche 　Katholischen 　Jugend ，　 Katholischen　Land−Jugend　Bayern とL．
・
っ た キ リ ス ト

教系グル ープ
， BuND ，　 BBu ，6ko−lnstitutとい っ た 全 国的 な環境団体 医師グル ープ，物理 学者 グ ル

　ープ な どがあ る。

（6）　郡内住民 の み が正規会員 に なる こ とが で き，郡外住民 は 支援会員 。 支援会員 に は 全体集会で の 投票

権が無 か っ た 。 正規会員数は ピ ーク 時で 約 1500 人，1989年 に は 約 1000人 で あ っ た。

（7）　Ortsgruppe 　Schwandorf ，　Ortsgruppe 　Nittenau ，　Ortsgruppe　Schwarzenfeld，　Ortsgruppe

　Bruck，　 Ortsgruppe　Nabburg ，　 Ortsgruppe　Pfreimd，　 Ortsgruppe　Neunburg　v ．　 W ．，　 Ortsgruppe 　Bo −

　denw6her ，　 Ortsgruppe 　Stadtdreieck な ど。

（8） 「……
（BIS は ）公的

・
私的な所有物の 悪意あ る破損や破壊，そ の 他の 暴力を 抑止する こ とに失敗し

　て きた 。破壊行為の 後始末は ，結局は
一

般庶民 の 負担 で あ る。お か し な ス ロ
ーガ ン で 自分 の 家 を汚 され

　た 人は，そ の ス ロ
ー

ガ ン に 効果が ある と思 うだ ろ うか。この 種の 活動は，普通の if泯 た ち に は 不愉快で

仕方 な い
。

……こ の よ うな 人 々 （破壊活動を お こ な う若者た ち ） に 対 し て ，……
理性的な 市民が ア イ デ

　ン テ ィ テ ィ を感じ る こ とは な く，反原発運動全般 に 対 して 拒絶 の 態度を とる こ とに なる。（1985年 3月

　2 ・30 掲載， レ
ーゲ ン ス ブ ル ク 市，K．L 氏）」 や，「…… （10月 12 日の ミ ュ ン ヘ ン で の ス タ

ー・マ
ー
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青木 ： ロ ーカ ル 抗議運動におけ る運動フ レ
ーム と集 合的ア イデ ンテ ィ テ ィ の 変容過程

　チ は ）・・…穏 や か に 抵抗を展 開 し，そ れ は い い 気分だ っ た。それ な の に ，よ りに よ っ て ，r黒 い か た ま

　り』 が 突 如 と し て 現 れ，暴れ 始 め た。……
オ
ーバ ープ フ ァ ル ッ の 抵抗運動が オ ー トノ ミーに 悪用 さ れ て

　い る こ とは，こ の と き明 ら か に な っ た 。……
私 は， ミ ュ ン ヘ ン で 暴力沙汰を起 こ した よ うな ラ デ ィ カ ル

　な オ
ー

ト ノ ミ
ー

か らは 距離 を お きた い 。彼 ら に と っ て 重要 な の は ，再処理 施設 に 対す る私た ち の 抵抗で

　は な く破壊 と ア ナ
ー

キ
ーだ か らで あ る。……

こ うし たヴ ル ープ を 受け入 れ 続け る こ と に 関し て ，BIS に

　警告 し た い 。今後 も受け入 れて い けば，BIS は，苦労 して 獲得 した オ
ーバ ープ フ ァ ル ツ 住民か らの 共感

　を 失 うだ ろ う。平 和的 な デ モ を して い れ ば，警察を 不 安 に 思 う必 要は な い 。（1985年 10 月 16 日掲載，

　シ ュ ヴ ァ ン ドル フ 市民，A ．H ．氏）」，「……
（10 月 12 目に ミ ュ ン ヘ ン で 起 こ っ た ）あ の 騒動以来，ます

　ます 多 くの 警官た ち が や っ て 来 て
，

正 当性を もっ て こ の 地域 を 監視す る よ うに な っ た 。

……黒い 服 に 身

　を 包 ん だ 若者た ち が，再処理施設 に 関係ない ス ロ
ー

ガ ン を 叫 ぶ の は，ま っ た く不 愉快だ。（1985 年 10

　月 18 日掲載 ，
ン ユヴ ァ ン ドル フ 市民 ，S．K ．氏 ｝」 とい っ た 投書が実際に 寄せ られ て い る 。

（9） BIS の 記録 に よ る と 763人 が 逮 捕 され た 。

（10） 地 元 住 民 で あ り BIS の 代表 も務め た E さん （女性） は 1986年 の イ ン タ ビ ュ
ー

で 次 の よ うに 語 っ て

　い る。「以 前 は お か しな ヘ ァ
ース タ イ ル の 学牛 た ち に 対 し て 嫌悪感を持っ て い ま した 。

……か つ て ミ ・・

　ン ヘ ン の 路面電 車で 隣 に パ ン ク 青年 が 座 っ たん で す 。
rああ，彼が私 に 何も （危害を 加 え た り） し ませ

　ん よ うに ！』 と思 い ま した よ 。 」 （Ehmke ，1987：206）

（U ） 1986年 2 月 4 日掲載，レ ーゲ ン ス ブ ル ク 市 民 の N ．L．氏 に よ る 投書。

（12） 例 えば ，
「想像を超 える 警察権力 と対峙させ られ た こ と は，森の 中で デモ の 権利 を 行使した 市民 た

　ち に ，い か に 強い 脅威 を 与え た こ とだ ろ うか 。・・…・
ヘ ル メ ッ トを か ぶ り肩 を 組ん で 立 つ 連邦国境警備隊

　の 部隊は，そ して，ど う猛な警察犬 （冂 輪無し の ！） で 武装 し た鉄道警察隊 の 光景 は，それ まで は 穏や

　か に あ た りを 歩い て い た 人 々 に ，どん な感情を呼び 起 こ しただ ろ うか 。（1986年 1月 16H 掲載， レ
ー

　ゲ ン ス ブル ク ili民，　 M ．B ．氏）」 とい う投書 が 見 られ る。

（13） 当時，敷地占拠 の 現場 に 何度 も足を運 ん だ シ ュ ヴ ァ ン ドル フ 市民 の K 氏 へ の 聞き取 り調査に よ る

　（2004 年 1 月 25 口）。

（14）　「計画反対 の 住民た ち は，（オ ートノ ミ
ーと同 じ よ うに ） 『カ オ ス 』 と非難 さ れ る こ と に は 慣れ っ こ

　に な っ て きた 」 と い う，白嘲気味 の 投 書 （1986年 1月 18 日 掲載，ヒ ル シ ャ ウ （Hirschau ）村住民 の

E．　B．　ltの 投書か らの 抜粋。）す ら 見 られ た 。

（15＞ BIS の 記 録 に よ る と，1986年だ け で も，約 4000人 が 逮捕 ・告訴 さ れ，その うち 2000人以 Eが有

　罪の 判決 を 受 け た。

（16） 例 え ば，次の よ うな投書が 見 られ る。「・…・・
拳銃 や 催涙 ガ ス ，警棒，口 輪を外した ど う猛 な警察犬

で 武装 し た 圧 倒的 な 人数 の 警官を 投 入 し，道路 を 封鎖す る こ とに よ っ て 民 主 主 義的 を 軽視 し 始 め た

CSU （キ リ ス ト教社会 同 盟）を い っ た い 誰が 支持 し よ うか 。（1986 年 1 月 24 口 掲載，プ フ ラ イ ム ト

　（Pfreimd）村住民 W ．　K ．氏 の 投書よ り抜粋）」
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